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● 林業経営体は５年前に比べ57％減少。

●九州の林業経営体数（令和2年）は、6,050経営体で全国の18％を占めていますが、５
年前の平成27年に比べ7,889経営体（57％）減少しています。

●県別に見ると宮崎県が1,796経営体で最も多く、次いで大分県が1,329経営体、熊本県
が1,255経営体の順となっています。

◇林業経営体（令和２年）
＜農業地域別＞

◇林業経営体（令和２年）
＜九州県別＞

◇林業経営体の動き
（九州）

注： 林業経営体とは、林産物の生産を行うか又は委託を受けて林業作業を行い、
生産又は作業に係る面積が、次の規定のいずれかに該当する事業を行う者
をいいます。
（１）保有山林面積が３ha以上の規模の林業
（２）委託を受けて行う育林若しくは素材生産又は立木を購入して行う素材

生産の事業

資料：農林水産省統計部 『2020年農林業センサス』（以下同じ）

注： 個人経営体とは、個人（世帯）で事業
を行う経営体で、法人化して事業を行
う経営体は含みません。
団体経営体とは、個人経営体以外の経
営体をいいます。

●林業経営体のうち、素材生産を行った経営体の割合は21％となっています。
●林産物販売金額規模別経営体数の割合は、販売が無かった経営体が６８％となっています。

販売のあった経営体では100万円未満が15％と最も多く、1億円以上の経営体は2％とな
っています。

3

九州

6,050

(18%)

東北

5,133

(15%)

中国

4,888

(14%)
北海道

4,565

(13%)

関東・東山

3,560

(10%)

東海

3,446

(10%)

近畿

2,559

(8%)

四国

2,202

(7%)

北陸

1,590

(5%)

沖縄 8 0%

全国

34,001経営体

（100％）

宮崎

1,796

(30％)

大分

1,329

(22%)

熊本

1,255

(21%)

福岡

719

(12%)

佐賀

406

(7%)

鹿児島

367

6%

長崎

178

3%

九州

6,050経営体

（100％）

注： 素材とは丸太のことをさし、原木ともいいます。
注： 林産物とは、保有山林から生産・採取されたものです（立木を購入して生産した素材、栽培きのこ類、林業用苗木などを除く）。

◇素材生産を行った林業経営体
（令和2年：九州）

◇林産物販売金額規模別林業経営体数割合
（令和2年：九州）

素材生産を行わなかった経営体
4,754

（79％）

素材生産を行った経営体
1,296

（21％）

販売なし
（68％）

100万円未満
（15％） 100万円～1,000万円

（11％）

1,000万円～１億円
（４％）

１億円以上
（２％）


